
Ⅵ．消防団及び消防協力団体
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自衛消防隊消火競技大会
　　　　　　  （消火器）　　　　　　

薩摩川内市総合防災訓練
（月の輪工）

自衛消防隊消火競技大会
 （屋内消火栓）

大容量泡放射システム設定訓練　
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　薩摩川内市消防団は，消防局の中央消防署・西部消防署・東部消防署・上甑分駐所・下甑分駐所の管轄区
域にリンクさせ，中央・西部・東部・上甑・下甑の５大隊を，その下に９方面隊・32分団を組織。また，女
性団員は，団本部に専任の団体部付き女性部を，上甑・下甑大隊には，分団所属の女性団員で構成する併任
の大隊付き女性部を置いている。
    薩摩川内市消防団の組織  　　　　Ｈ21．４．１現在

    　　分団名称　　　部数　  班数　団員数　　　　所轄区域

団長１　　副団長５　　方面隊長９　　本部員13 分団長32　　　　　　　　　　　  　　　実員1,290
     副分団長32　　部長77　　班長150　　団員971
  　【副団長級】　【分団長級】 　　　　　　　　　　　　　　  　　　  定員1,329
   　（団長付本部員１）
   　（副方面隊長　1２）

１．薩摩川内市消防団の組織

川内・平佐西地区68８班４部川内中央南分団
隈之城・永利地区7010班４部川内南分団
平佐東地区34４班２部平佐東分団
峰山地区22２班１部高江分団
亀山・可愛・育英地区69８班４部川内中央北分団
八幡地区29４班２部下東郷分団
高来地区34４班２部高城東分団
城上・吉川地区30４班２部城上分団
斧渕地区47４班２部東郷中央分団
南瀬・山田地区35４班２部東郷東分団
鳥丸・藤川地区32４班２部東郷西分団

水引地区34４班２部水引分団
湯田・西方地区38４班２部高城西分団
滄浪・寄田地区34４班２部川内西分団

倉野・樋脇（上樋脇）地区28４班２部樋脇北分団
樋脇（上樋脇を除く）地区33４班２部樋脇中央分団
市比野地区32４班２部市比野中央分団
藤本・野下地区28４班２部市比野南分団
副田地区37４班２部副田分団
入来地区21２班１部清色分団
大馬越・八重地区22２班１部大馬越分団
朝陽地区22２班１部朝陽分団
黒木地区21２班１部黒木分団
上手地区22２班１部上手分団
大村・轟地区30４班２部下手分団
藺牟田地区30４班２部藺牟田分団

里地区66７班４部里分団
上甑（浦内を除く）46７班４部上甑中央分団
上甑（浦内）地区41４班２部浦内分団

瀬々野浦・内川内・長浜・青瀬地区7910班５部下甑北分団
手打・片野浦地区60７班４部下甑南分団
鹿島地区48５班３部鹿島分団
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分団所属で併任実員緩２班１部上甑大隊付き女性部

団本部20２班１部団本部付き女性部団長付本部員
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Ｈ21．４．１現在

Ｈ21．４．１現在

（　）は女性団員

Ｈ21．４．１現在

※団長・団本部・団本部付女性部の計48名を除く

Ｈ21．４．１現在

（　）は女性団員

２．消防団員定数及び実員

３．消防団員の年齢

４．方面隊別団員数

５．消防団員の勤続年数

合　計団　員班　長部　長副分団長分団長本部員
（副方面隊長）方面隊長副団長団　長　　階級

 区分

1,3291,00915177323213951定 数

1,29097115077323213951実 員

平均年齢60歳以上55歳以上
60歳未満

50歳以上
55歳未満

45歳以上
50歳未満

40歳以上
45歳未満

35歳以上
40歳未満

30歳以上
35歳未満

25歳以上
30歳未満

20歳以上
25歳未満

18歳以上
20歳未満年齢

42.2歳
(41.7)

25
桓

89
款

193
歓

267
潅

229
甘

183
棺

160
汗

114
漢

29
柑

1
換

1,290
嬉

団員１人あたり
人口（人）

世　帯　数
（世帯）

方面隊人口
（人）

団　員　数
（人）分　団　数

　　　　　　区分

  方面隊名

19716,58638,3211944川内南方面隊

17912,68629,0611624川内北方面隊

512,4735,8741143東 郷 方 面 隊

442,3334,6811063川内西方面隊

613,4157,3861214樋 脇 方 面 隊

552,5945,7031024入 来 方 面 隊

411,8544,2731034祁答院方面隊

181,5192,8901533上 甑 方 面 隊

151,7102,9641873下 甑 方 面 隊

30年以上25年以上
30年未満

20年以上
25年未満

15年以上
20年未満

10年以上
15年未満

５年以上
10年未満５年未満勤続年数

35
換

62
換

119
敢

193
敢

265
棺

295
潅

381
癌

1,290
嬉
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Ｈ21．４．１現在
６．消防団車両の概要

備考ポンプ及び
メ ー カ ー

経過
年数購入年月登録番号車種車両名部名分団名方面隊大隊番号

11H 10. 11鹿児島８８ す ９５３３トヨタ団本部車団本部

団本部

団本部

1

17H ４. 5鹿児島２２ す １０６０三菱ひけし号団本部2

12H 9. 3鹿児島８８ す ７６９２三菱支援車団本部3

14H 7. 9鹿児島８０ あ ７３８ダイハツ大隊車団本部西部大隊4

18H 3. 12鹿児島８０ あ ４７６ダイハツ大隊車団本部東部大隊5

14H 7. 3鹿児島８０ あ ６８２スズキ大隊車団本部上甑大隊6
Ａ－２日本
ドライケミカル8H 13. 11鹿児島８００ さ ３７３０日野ポンプ車向田部

川内中央南

川内南

中　
　
　

央　
　
　

大　
　
　

隊

7

15H 6. 7鹿児島８８ す ４８８２トヨタ積載車宮里部8

Ａ－２日本機械2H 19. 12鹿児島８００ す ６１８日野ポンプ車中央一部9

12H 9. 9鹿児島８８ す ８１０１トヨタ積載車中央二部10
Ａ－２日本
ドライケミカル8H 13. 11鹿児島８００ さ ３７３１日野ポンプ車隈之城部

川内南

11

16H 5. 11鹿児島８８ す ４２５０トヨタ積載車中福良部12

14H 7. 9鹿児島８８ す ５９７２トヨタ積載車宮崎部13

9H 12. 1鹿児島８００ さ １０６９トヨタ積載車
永利部

14

12H 9. 9鹿児島８８ す ８１００トヨタ積載車15

6H 15. 10鹿児島８００ さ ６２３４トヨタ積載車一部
平佐東

16

12H 9. 9鹿児島８８ す ８０９９トヨタ積載車二部17
Ａ－２日本
ドライケミカル6H 15. 10鹿児島８００ さ ６２８３日野ポンプ車高江部高江18
Ａ－２日本
ドライケミカル6H 15. 3鹿児島８００ さ ５５６１日野ポンプ車大小路部

川内中央北

川内北

19

13H 8. 10鹿児島８８ す ７０５２トヨタ積載車中郷部20
Ａ－２日本
ドライケミカル5H 16. 11鹿児島８００ さ ７４８６日野ポンプ車上川内部21
Ａ－２日本
ドライケミカル5H 16. 11鹿児島８００ さ ７４８５日野ポンプ車亀山部22

11H 10. 12鹿児島８８ す ９５４５トヨタ積載車一部
下東郷

23

13H 8. 10鹿児島８０ あ ８５９ダイハツミニ積載車二部24

8H 13. 12鹿児島８００ さ ３８６４トヨタ積載車高城部
高城東

25

11H 10. 12鹿児島８８ す ９５４６トヨタ積載車陽成部26

14H 7. 9鹿児島８８ す ５９７１トヨタ積載車上城上部
城上

27

16H 5. 11鹿児島８８ す ４２３８トヨタ積載車下城上部28

Ａ－２モリタ18H 3. 10鹿児島８８ す ２５９２三菱ポンプ車
一部

東郷中央

東郷

29

21S 63. 3鹿児島８０ あ ２３３スズキミニ積載車30

16H 5. 3鹿児島８８ す ３６７５トヨタ積載車
二部

31

21S 63. 3鹿児島８０ あ ２３４スズキミニ積載車32
Ａ－２日本
ドライケミカル12H 9. 9鹿児島８８ す ８０８７三菱ポンプ車南瀬部

東郷東
33

Ａ－２日本機械10H 11. 9鹿児島８００ さ ４６２三菱ポンプ車山田部34
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備考ポンプ及び
メ ー カ ー

経過
年数購入年月登録番号車種車両名部名分団名方面隊大隊番号

Ａ－２エレファント9H 12. 9鹿児島８００ さ ２１３９いすゞポンプ車鳥丸部
東郷西  東郷

中
央
大
隊

35

Ａ－２モリタ14H 7. 10鹿児島８８ す ６０１８三菱ポンプ車藤川部36

8H 13. 12鹿児島８００ さ ３８６３トヨタ積載車水引部
水引

川内西

西　

部　

大　

隊

37

8H 13. 12鹿児島８００ さ ３８６５トヨタ積載車港部38
Ａ－２日本
ドライケミカル11H 10. 12鹿児島８８ す ９５１３三菱ポンプ車西方部

高城西
39

9H 12. 12鹿児島８００  さ  ２４４６トヨタ積載車湯田部40

15H 6. 7鹿児島８８ す ４８８１トヨタ積載車久見崎部

川内西

41

13H 8. 10鹿児島８８ す ７０５３トヨタ積載車
寄田部

42

12H 9. 9鹿児島８０ あ ９６３ダイハツミニ積載車43

6H 15. 10鹿児島８８ さ  6240トヨタ積載車倉野部
樋脇北

樋脇

東　
　
　

部　
　
　

大　
　
　

隊

44

14H 7. 12鹿児島８８ す ６２１０ニッサン積載車岩下部45

Ａ－２モリタ10H 11. 10鹿児島８００ さ ６９３いすゞポンプ車塔之原部
樋脇中央

46

14H 7. 12鹿児島８８ す ６２０９ニッサン積載車河内部47

Ａ－２日本機械18H 3. 12鹿児島８８ す ２７４４三菱ポンプ車
市比野部

市比野中央

48

11H 10. 10鹿児島８８ す ９３４７トヨタ積載車49

12H 9. 1鹿児島８８ す ７３６３ニッサン積載車上手部50

13H 8. 2鹿児島８８ す ６３４４ニッサン積載車藤本部
市比野南

51

17H 4. 12鹿児島８８ す ３４９６トヨタ積載車野下部52

Ａ－２モリタ15H 6. 11鹿児島８８ す ５１５６いすゞポンプ車一部
副田

入来

53

13H 8. 10鹿児島８８ す ７０９７トヨタ積載車二部54

Ａ－２吉谷機械20H 1. 9鹿児島８００ す ４０７日野ポンプ車清色部清色55

13H 8. 12鹿児島８８ す ７２３９トヨタ積載車大馬越部大馬越56

14H 7. 11鹿児島８８ す ６１９１トヨタ積載車朝陽部朝陽57
Ａ－２日本
ドライケミカル4H 17. 12鹿児島８００ さ ８６５２日野ポンプ車１部黒木

祁答院

58

Ａ－２モリタ7H 14. 12鹿児島８００ さ ５１９６三菱ポンプ車１部上手59

Ａ－２モリタ8H 13. 12鹿児島８００ さ ３７８２三菱ポンプ車１部
下手

60

11H 10. 12鹿児島８８ す ９５４４トヨタ積載車２部61

Ａ－２日本機械1H 20. 3鹿児島８８ す １３８１いすゞポンプ車１部
藺牟田

62

11H 10. 12鹿児島８８ す ９５４３トヨタ積載車２部63
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備考ポンプ及び
メ ー カ ー

経過
年数購入年月登録番号車種車両名部名分団名方面隊大隊番号

9H 12. 11鹿児島８００ さ ２３３４トヨタ積載車北部

里

上甑

上　
　

甑　
　

大　
　

隊

64

9H 12. 11鹿児島８００ さ ２３３７トヨタ積載車中部65

10H 11. 11鹿児島８００ さ ８３９トヨタ積載車南部66

水1.5tＡ－２ＧＭ
いちはら2H 19. 1鹿児島８００ さ ９７３８日野水槽付ポンプ車支所部67

1H 20. 12鹿児島８８０ あ ５７９ダイハツミニ積載車
中甑部

上甑中央

68

15H 6. 12鹿児島８０ あ ６６５三菱Ｐ付ミニ積載車69

17H 4. 1鹿児島８０ あ ５２２スズキミニ積載車江石部70

16H 5. 12鹿児島８０ あ ５９８スズキミニ積載車平良部71

Ａ－２モリタ10H 11. 2鹿児島８８ す ９７１１いすゞポンプ車支所部72

14H 7. 1鹿児島８０ あ ６８１スズキミニ積載車
浦内部

浦内

73

16H 5. 11鹿児島８０ あ ５９７スズキミニ積載車74

16H 5. 12鹿児島８０ あ ５９９スズキミニ積載車桑之浦部75
Ａ－２日本
ドライケミカル2H 19. 9鹿児島８００ す ３９９日野ポンプ車長浜１部

下甑北

下甑

下　
　

甑　
　

大　
　

隊

76

1H 20. 11鹿児島８００ す １２８９いすゞ多機能型
長浜２部

77

13H 8. 12鹿児島８０ あ ８７６三菱ミニ積載車78

14H 7. 12鹿児島８８ す ６２１２トヨタ積載車
青瀬部

79

14H 7. 12鹿児島８０ あ ７７１三菱ミニ積載車80

12H 9. 12鹿児島８０ あ ９７３三菱ミニ積載車内川内部81

10H 11. 2鹿児島８８ す ９７５５トヨタ積載車瀬々野浦
部

82

11H 10. 11鹿児島８０ あ １０８６スバルＰ付ミニ積載車83

Ａ－２モリタ5H 16. 11鹿児島８００ さ ７４７９日野ポンプ車手打１部

下甑南

84

11H 10. 12鹿児島８８ す ９５４７トヨタ積載車
手打２部

85

11H 10. 11鹿児島８０ あ １０７７ホンダミニ積載車86

15H 6. 12鹿児島８８ す ５１５３トヨタ積載車
片野浦部

87

14H 7. 1鹿児島８０ あ ７７２三菱ミニ積載車88

14H 7. 9鹿児島８０ あ ６５４三菱ミニ積載車支所部89

Ａ－２日本機械3H 18. 12鹿児島８００ さ ９６０９日野ポンプ車１部

鹿島

90

6H 15. 12鹿児島８００ さ ６４２３トヨタ積載車

２部

91

18H 3. 1鹿児島８０ あ ４５１ホンダミニ積載車92

18H 3. 1鹿児島８０ あ ４５２ホンダミニ積載車93

6H 15. 12鹿児島８０ あ １６６４三菱ミニ積載車支所部94
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Ｈ21．４．１現在
７．小型ポンプの概要

備　考ポンプ級型　式購入年月機種名部　名分団名方面隊大隊番号

Ｂ－３級ＶＣ６２ＡＳ１３．１１トーハツ団本部団本部団本部1

〃ＳＦ６５６Ｚ１５．１１シバウラ宮里部
川内中央南

川内南

中　
　

央　
　

大　
　

隊

2

〃Ｐ４７７２０．１０ラビット中央二部3

〃ＴＦ－３５７．９シバウラ中福良部

川内南

4

〃Ｐ４７６１２．１０ラビット宮崎部5

〃Ｐ４５５９．１１ラビット永利部6

〃Ｖ４６ＢＳ９．９トーハツ百次部7

〃ＳＦ６５６Ｚ１５．１１シバウラ一部
平佐東

8

〃Ｐ４７７２０．１０トーハツ二部9

〃ＴＦ－３５４．１２シバウラ高江部高江10

〃ＶＣ６２Ａ１３．１１トーハツ中郷部川内中央北

川内北

11

〃Ｐ４７６１２．１０ラビット一部
下東郷

12

〃Ｐ４７６１２．１０ラビット二部13

〃ＶＣ６２ＢＳ１７．３トーハツ高城部
高城東

14

〃ＶＣ６２ＢＳ１７．３トーハツ陽成部15

〃Ｐ４７６１３．１１ラビット上城上部
城上

16

〃Ｐ４５５９．１２ラビット下城上部17

〃ＳＦ６５６ＭＨ１０．６シバウラ一部

東郷中央

東郷

18

〃Ｖ４６ＡＳ５．３トーハツ二部19

〃Ｐ４５５９．７ラビット二部20

〃Ｖ４６ＢＳ１１．７トーハツ南瀬部
東郷東

21

〃Ｐ４５５９．７ラビット山田部22

〃ＳＦ６５６ＭＨ１０．６シバウラ鳥丸部
東郷西

23

〃ＳＦ６５６ＭＺ１５．８シバウラ藤川部24

〃Ｐ４７６１２．１０ラビット水引部
水引

川内西

西　

部　

大　

隊

25

〃ＶＣ６２ＢＳ１７．３トーハツ港部26

〃ＴＦ－３５７．９シバウラ西方部
高城西

27

〃ＳＦ６６１１０．１２シバウラ湯田部28

〃Ｐ４０８Ｒ８．１０ラビット久見崎部

川内西

29

〃ＶＣ６２Ａ１３．１１トーハツ
寄田部

30

〃Ｖ４６ＢＳ９．９トーハツ31
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備　考ポンプ級型　式購入年月機種名部　名分団名方面隊大隊番号

Ｂ－３級ＶＣ５２ＡＳ１３．１１トーハツ
倉野部

樋脇北

樋脇

東　
　

部　
　

大　
　

隊

32

〃Ｖ５０Ｃ６２．９トーハツ33

〃Ｐ４７６Ｂ１８．１ラビット岩下部34

〃Ｐ４５５９．１２ラビット
河内部樋脇中央

35

〃Ｐ４０８Ｒ６２．３ラビット36

〃Ｐ５５５１０．１０ラビット市比野部

市比野中央

37

〃ＳＦ６５５Ｍ６．１１シバウラ
上手部

38

〃Ｖ５０５９．９トーハツ39

〃Ｖ４６ＡＳ５．１２トーハツ
藤本部

市比野南

40

〃Ｐ４０７１．１ラビット41

〃Ｐ４７６Ａ１６．８ラビット
野下部

42

〃Ｖ４６ＡＳ７．１２トーハツ43

〃ＶＣ６２ＡＳ１２．１１トーハツ二部副田

入来

44

〃ＶＣ６２ＡＳ１２．７トーハツ大馬越部大馬越45

〃ＳＦ６６０ＭＨ９．７シバウラ朝陽部朝陽46

〃Ｐ４７６１３．９ラビット１部黒木

祁答院

47

〃Ｐ４７６１０．１２ラビット１部上手48

〃Ｐ４７６１０．１２ラビット２部下手49

〃Ｐ４７６１０．１２ラビット２部藺牟田50

〃Ｐ４５５１０．１１ラビット北部

里

上甑

上　

甑　

大　

隊

51

〃Ｐ４５０８．１１ラビット中部52

〃Ｐ４５５１２．１２ラビット南部53

〃Ｖ４６０１６．１２トーハツ
中甑部

上甑中央

54

〃ＶＣ６２ＢＳ２０．１２トーハツ55

〃Ｐ４５０７．１ラビット江石部56

〃Ｖ３８ＣＳ３．１トーハツ平良部57

〃Ｐ４５０５．１２ラビット
浦内部

浦内

58

〃Ｐ４０７Ｒ６２．８ラビット59

〃Ｐ４５０７．１ラビット桑之浦部60
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備　考ポンプ級型　式購入年月機種名部　名分団名方面隊大隊番号

Ｂ－３級ＶＦ５３ＡＳ２０．１１トーハツ
長浜２部

下甑北

下甑

下　
　

甑　
　

大　
　

隊

61

〃ＳＦ７５６ＡＺ２０．９シバウラ62

〃Ｐ４５０Ｓ７．１２ラビット
青瀬部

63

〃Ｐ４５０Ｓ７．１２ラビット64

〃Ｐ４５０Ｓ９．１１ラビット内川内部65

〃Ｐ４０８ＲＥ１０．１１ラビット
瀬々野浦部

66

〃Ｐ４５５９．１１ラビット67

〃Ｐ４５７１０．１０ラビット
手打２部

下甑南

68

〃Ｐ４０７Ｒ６３．９ラビット69

〃Ｐ４５０Ｍ６．１１ラビット
片野浦部

70

〃Ｐ４５０ＲＳ７．１２ラビット71

〃Ｐ４５５９．１２ラビット支所部72

〃Ｐ４５５Ａ１５．１２ラビット

２部
鹿島

73

〃Ｐ４４０Ｓ９．１２ラビット74

〃Ｐ４７６Ｂ１８．１ラビット75

〃Ｐ４５０Ｓ７．１２ラビット76

〃Ｐ４５５Ａ１３．９ラビット77

〃Ｐ４５５ＡＳ１６．９ラビット78

〃Ｐ４５５ＡＳ１６．１１ラビット79

〃Ｐ４５５Ａ１５．９ラビット支所部80
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敢　薩摩川内市危険物安全協会
　　　（組　織）        Ｈ21．４．１現在

　　　（事　業）
　　　　１．消防思想の普及高揚と災害予防対策 　　歓　普通救命講習会の開催
　　　　　敢　災害事故例等参考資料の配布 　　汗　接地抵抗計，訓練用消火器の貸出し
　　　　　柑　法令改正等研修  　２．会員相互の親睦
　　　　　桓　危険物保全に関する啓発及び指導 　３．危険物取扱者及び事業所の表彰
　　　　　棺　先進地視察及び災害現場視察 　４．薩摩川内市管内危険物取扱事業所の本会への加入促進
　　　　　款　自衛消防隊消火競技大会の実施 　５．その他本会の目的達成に必要な事業
　　　　
　　　（予　算）
　　　歳　入　　　　　      　平成21年度（単位：円）
　　

　　　歳　出

柑　薩摩川内市防火管理協会
　　　（組　織）        Ｈ21．４．１現在

　　　（事　業）
　　　　１．防火管理者の育成及び消防（防火）思想 ５．防火ポスター展の実施
 の普及高揚    ６．各種災害の予防対策の研究
　　　　２．防火管理者及び防災担当者の研修会，講 ７．消防施設の維持管理の指導及び保守点検
 習会等     ８．協会紙の発行
　　　　３．自衛消防隊消火競技大会の実施　　　 ９．優良会員事業所等の表彰
　　　　４．普通救命講習会の開催　   １０．その他本会の目的達成上必要なこと

　　　（予　算）
　　　歳　入　　　　　      　平成21年度（単位：円）
　

　　　歳　出

８．その他，消防行政協力団体

賛助会員正 会 員顧 問監 事評 議 員副 会 長会 長

８事業所13０事業所１名２名１０名３名１名

計雑 収 入繰 越 金補 助 金会 費

1,259,5301,000274,5300975,000

計予 備 費雑 費県危協負担金事 務 費事 業 費会 議 費

1,259,530177,53010,000130,000400,000300,000242,000

賛 助 会 員正 会 員監 事理 事副 会 長会 長

10事業所381事業所２名24名３名１名

計雑 収 入繰 越 金補 助 金会 費

2,013,0931,000354,09301,658,000

計予 備 費雑費事 務 費事 業 費会 議 費

2,013,093160,0933,000540,0001,040,000270,000
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⑬

⑨㉓

㉑ ⑲

⑯

⑩

⑪

④
⑧
㉒

㉔

⑦

⑮⑲
⑭ ①

⑤

③⑥⑰
②

⑫

⑱

⑳

●　消防クラブ結成状況

Ｈ21．４．１現在

所　　在　　地人員結成年月日ク　　ラ　　ブ　　名番号
平佐町3879番地2135Ｓ58.  4.30平 佐 保 育 園 幼 年 消 防 隊1
青山町4194番地104Ｓ59.10.22青 山 幼 稚 園 幼 年 消 防 隊2
百次町1069番地22131Ｓ59.11.  1永 利 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ3
樋脇町塔之原1177番地69Ｓ59.11.  1善 福 寺 保 育 園 幼 年 防 火 ク ラ ブ4
平佐町3590番地276Ｓ60.  4.22川 内 幼 稚 園 幼 年 消 防 隊5
勝目町5315番地71134Ｓ61.10.27勝 目 保 育 園 幼 年 消 防 隊6
入来町浦之名7517番地338Ｓ61.11.15入 来 保 育 所 幼 年 消 防 ク ラ ブ7
入来町副田5752番地70Ｈ11.  4.  1浄 国 寺 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ8
西方町2605番地119Ｈ11.  4.  2西 風 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ9
中郷４丁目187番地88Ｈ11.12.  1育 英 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ10
東郷町斧淵4773番地2109Ｈ12.  1.11東 郷 幼 稚 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ11
上甑町中甑253番地22Ｈ13.  5.21中 津 幼 稚 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ12
里町里1650番地131Ｈ13.  6.19里 幼 稚 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ13
高江町1901番地53Ｈ15.  1.15高 江 保 育 園 幼 年 消 防 ク ラ ブ14
水引町4795番地67Ｈ15.  8.  1水 引 保 育 園 幼 年 消 防 隊15
祁答院町下手255番地32Ｓ60.10.  1祁 答 院 幼 稚 園 幼 年 防 火 ク ラ ブ16

計　　1,178名
青山町4222番地1414Ｓ58.11.  3青 山 少 年 消 防 ク ラ ブ17
鹿島町藺牟田1397番地17Ｈ  3.  5.22鹿 島 少 年 消 防 ク ラ ブ18
百次町649番地121Ｈ11.  5.  1川 内 精 舎 少 年 消 防 ク ラ ブ19

計　　　52名
下甑町手打532番地312Ｓ58.  3.  1下 甑 女 性 防 火 ク ラ ブ20
勝目町5315番地7132Ｓ63.  1.23勝 目 保 育 園 女 性 消 防 ク ラ ブ21
入来町副田5857番地15Ｈ 9.   5.  1副 田 女 性 防 火 ク ラ ブ22
西方町2413番地16Ｈ12.  2.  1西 方 女 性 防 火 ク ラ ブ23
祁答院町下手255番地32Ｓ60.10.  1祁 答 院 幼 稚 園 女 性 防 火 ク ラ ブ24

　計　　　  107名
合　計　　1,337名
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九州電力㈱　川内発電所

九州電力㈱
川内原子力発電所

川内

川内川

樋脇

東郷

消
防
本
部

中
央
消
防
署

西
部
消
防
署

南
部
分
署

石 油コンビナート等
特 別 防 災 区 域

Ｈ21．４．１現在

  ◎　九州電力㈱　川内発電所

  　　総合出力　　　　　 1,000,000kw

  　　　１号機　　　　　　500,000kw

  　　　２号機　　　　　　500,000kw

  　　附帯施設

  　　　重油タンク　　　　　30,000旭　１基   　 15ｔ　１基
       アンモニア
  　　　原油タンク　　　　　30,000旭　３基   　 10ｔ　１基

  　　　軽油タンク　　　　　　 300旭　２基

  ◎　九州電力㈱　川内原子力発電所

  　　総合出力　　　　　 1,780,000kw

  　　　１号機　　　　　　890,000kw

  　　　２号機　　　　　　890,000kw

  　　原　子　炉　低濃縮二酸化ウラン

  　　　　　　　　軽水減速・軽水冷却加圧水型　２基

９．特　殊　施　設

兼
牽
験
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大型化学高所放水車，泡原液搬送車

九州電力㈱　川内発電所
　　　　　　　50万ｋｗ（2基）

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域

① 

② 

③ 

④

      ①　新日本石油㈱　川内ガスターミナル

      　　　プロパン 600ｔ １基

      　　　プロパン 400ｔ １基

      　　　ブタン 600ｔ １基

      ②　井上喜㈱　川内物流基地

      　　　塩酸  300逢 ２基

      　　　苛性ソーダ 300逢 ２基

      ③中越物産㈱　鹿児島化成事業所港町基地

      　　　濃硫酸 350逢 １基

        490逢 １基
      　　　苛性ソーダ
        350逢 ２基

      　　　重油  990旭 １基

      ④　若松石油㈱　川内港物流基地

      　　　重油  800旭 １基

      　　　軽油  800旭 １基

兼
牽
験
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年 月 概 要

１．消防本部・署の沿革（川内市消防本部）

26年
27年
32年
33年
34年
35年

36年
37年

39年
41年
43年

45年
46年

47年
48年

49年
50年

53年

54年
55年

56年

昭和
昭和
昭和
昭和
昭和
昭和

昭和
昭和

昭和
昭和
昭和

昭和
昭和

昭和
昭和

昭和
昭和

昭和

昭和
昭和

昭和

4月
11月
10月
1月

11月
6月

3月
4月
5月
3月

12月
4月
5月

12月
1月
7月
9月
1月
9月
9月
9月
1月
3月
6月

11月

12月
4月

5月
7月
3月

11月
11月
1月
1月

1日
13日
20日

10日
30日

1日
1日

17日
25日
15日
15日
1日

28日
9日
7日

30日
17日
1日

18日
28日
7日

20日
23日
3日

1日
1日

15日
20日
3日

20日
26日
20日
26日

消防本部を創設（初代消防長　近藤磨瑳雄（団長兼務）以下 9 人）
自動車ポンプを購入（消防長以下 1 8 人）
気象観測開始
自動車ポンプを購入（人口 6 2 , 4 9 2 人，職員 2 7 人，自動車ポンプ 2 台）
消防署を創設（近藤消防長，初代署長を兼務）
近藤消防長（署長）退任，第 2 代消防長に仮屋重夫市助役が消防長事務
取扱として就任
第 2 代消防署長に須田清春就任
大小路分遣隊を新設（職員 9 人，自動車ポンプ 1 台）
日本損害保険協会より消防ポンプ自動車の寄贈を受ける
消防無線開設（基地 1 ，移動 3 台）
須田清春署長が第 3 代消防長に，平瀬松次次席が第 3 代署長に就任
平瀬署長退任（須田消防長，第 4 代署長を兼務）
救急業務開始（職員 4 1 人，自動車ポンプ 4 台，救急車 1 台）
須田消防長（署長）退任，児玉篤信市助役が第 4 代消防長事務取扱となる
平山武徳次席が第 5 代署長に就任
平山武徳次長兼署長に就任
児玉消防長事務取扱が退任，横山正元市長が第 5 代消防長事務取扱に就任
梯子車（ 2 4 ｍ）を購入（職員 5 3 人，自動車ポンプ 3 台，救急車 1 台）
川内信用金庫より救急車の寄贈を受ける
鹿児島県共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける
横山消防長事務取扱が退任，福壽十喜市長が第 6 代消防長事務取扱に就任
平山次長　署長の兼務を解き，浜田博之第 6 代署長に就任
日本損害保険協会より消防ポンプ自動車の寄贈を受ける
平山次長退任
日乃出屋より器具車の寄贈を受ける（職員 5 4 人，本部車 1 台，自動車ポンプ  
3 台，梯子車 1 台，救急車 2 台，器具車 1 台）
十島良郎次長に就任
川内市中郷町 2 , 0 2 3 に新庁舎落成移転，同時に大小路分遣隊は市役所庁舎に
移転，向田分遣隊と改称
川内信用金庫より消防指揮車の寄贈を受ける
京都セラミックより救急車の寄贈を受ける
浜田署長退任，堀之内成夫第 7 代署長に就任
十島次長退任，堀之内成夫次長兼署長に就任
タイヨーより救急車の寄贈を受ける
堀之内次長兼務を解き署長
福壽消防長事務取扱退任，山本孝一第 7 代消防長に就任
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川内地区消防組合

年 月 概 要

56年

57年

58年

59年

60年

60年

61年

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

昭和

4月

7月
12月

2月
2月
3月

1月
3月
3月
3月
4月

10月

11月
1月
3月
3月
4月

7月
8月

10月
11月
2月
2月
4月

12月
12月
4月
4月

1日

15日
1日

10日
24日
31日

28日
11日
18日
19日
1日

1日

1日
26日
12日
26日
1日

1日
28日
1日
1日

27日
28日
1日
3日

25日
1日

18日

 1 市 3 町 4 村を構成員とする川内地区消防組合発足
条例定数   1 0 5 人　実員   7 6 人
管理者　福壽十喜　　　助役　仁礼国市　　　　収入役　松永富男
初代消防長　山本孝一
向田分遣隊を中央消防署南部分署と改称
川内地区消防組合紋章・組合旗の制定
土地区画整理事業により，消防本部・署の所在地町名地番変更

（川内市原田町 1 8 5 番地）
日本自動車工業会より救急車の寄贈を受ける
中央消防署上甑・下甑分駐所庁舎及び消防吏員待機宿舎完成
救急指令装置をＢ型電子式に整備・無線局寺山公園中継局設置
中央消防署上甑・下甑分駐所開所　各所に職員 6 人・救急車 1 台配備
中央消防署車庫新築（鉄骨スレート茸 3 2 ㎡）
鹿児島県共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける
東部消防署庁舎完成（入来町浦之名 7 2 7 番地 2 ）
日本損害保険協会より救急車の寄贈を受ける
東部消防署開署（職員 1 1 人，水槽付消防ポンプ自動車 1 台，救急車 1 台，
指揮車 1 台配備） 
東部消防署に職員 6 人を増置，1 7 人とする
コーアガス鹿児島・南日本ガスより指令車の寄贈を受ける
川内信用金庫より救急車の寄贈を受ける
管理者　福壽十喜　急逝
仁礼国市第 2 代管理者に就任
西部消防署庁舎完成（川内市水引町 3 3 9 7 番地 2 ）
西部消防署開署（職員 1 3 人，大型高所放水車 1 台，水槽付消防ポンプ
自動車 1 台，救急車 1 台，指揮車 1 台配備）
萩迫良和第 2 代助役に就任
日本消防協会より電源照明用資機材搬送車の寄贈を受ける
西部消防署に職員 4 人を増置，1 7 人とする
中央消防署通信指令室にファクシミリ設置
中央消防署倉庫新築（鉄骨スレート茸　2 階建　延面積 6 4 ㎡）
寺山無線中継局に遠方監視装置増設 
条例定数改正   1 1 9 人　実員   1 0 8 人
三井液化ガスより指揮車の寄贈を受ける
救急業務用地図等検索装置（光ディスク方式）購入
消防本部警防課に通信指令係を新設（職員 3 人）
消防組合発足 5 周年記念式典を挙行
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年 月 概 要

61年

62年

63年

元年

2年

3年

4年

5年

6年

昭和

昭和

昭和

平成

平成

平成

平成

平成

平成

8月
10月
3月

12月
12月
3月
6月
9月

12月

1月
2月
3月

12月
3月
4月
6月

10月
4月
8月
3月

3月
8月
9月

10月
11月
3月
3月

3月
9月

2月

11日
1日

28日

7日
15日
9日

30日
6日

30日
2日
4日
5日

31日
1日

16日
24日
7日
4日
2日

26日

1日
1日
1日

20日
16日

27日
20日

15日

山本消防長退任（萩迫助役が消防長事務取扱兼務）
野田泰宏第 2 代消防長に就任
消防本部，中央消防署庁舎増築・模様替工事（ 2 階部分 2 6 1 ㎡増築）
中央消防署車庫新築（鉄骨スレート茸 7 3 . 9 5 ㎡）
福崎勇夫氏（川内市）より救急車の寄贈を受ける
救助工作車及び救助資機材一式を購入，中央消防署に配備
消防庁長官表彰（表彰旗）
松永収入役退任
森　卓朗第 2 代収入役に就任
市町村負担金分賦割合の変更につき関係市町村と協議
全市町村議会議決
だいわより救急車の寄贈を受ける（川内市へ）
東部消防署車庫新築（鉄骨スレート茸 1 7 . 9 2 ㎡）
市町村負担金分賦割合の変更許可（県知事）
日本防火協会より防火広報車の寄贈を受ける
野田消防長退任
内田耕也第 3 代消防長に就任
堀ストアより救急車の寄贈を受ける（川内市へ）
南九州開発より梯子車（ 3 5 ｍ）の寄贈を受ける（川内市へ）
川内ライオンズクラブより救急車の寄贈を受ける
消防組合発足 1 0 周年記念式典を挙行（第 9 回消防フェスティバル同時開催）
原子力発電施設等緊急時安全対策交付金事業により鹿児島県から消防無線移
動局の貸与を受ける（ 5 w 1 5 基）
中央消防署南部分署新庁舎完成（川内市若松町 8 番 2 0 号）
中央・東部・西部各消防署で消防フェスタ開催
日本消防協会より救急車の寄贈を受ける
中央消防署南部分署に職員 4 人を増置，1 3 人とする
大型高所放水車を西部消防署から中央消防署南部分署に配置転換
中央消防署南部分署に訓練塔建設
原子力発電施設等緊急時安全対策交付金事業により鹿児島県から消防
無線移動局（ 5 w 1 0 基）及び救助資器材等（空気呼吸器 5 基他）の貸与を
受ける
サンテックより小型船舶（ 1 . 5 ｔ）の寄贈を受ける
市町村負担金分賦割合に関する組合規約変更届出

（平成 6 年度負担金から適用）
原子力発電施設等緊急時安全対策交付金事業により鹿児島県から消防無線移
動局（ 1 0 w 2 基，5 w 6 基）及び救助資器材等（空気呼吸器 5 基他）の貸与
を受ける
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6年

7年

8年

9年

平成

平成

平成

平成

4月
5月
1月
3月
4月

5月
7月
8月
8月
8月
8月

10月

11月
1月
3月
3月
3月

4月

4月
8月

10月
12月
3月
3月
4月
4月
5月
5月
7月

1日
18日
24日
31日
1日

19日
27日
21日
25日
29日
31日
1日

22日
18日
10日
11日
15日

1日

9日
20日
22日
2日

26日
31日
1日
4日

12日
13日
10日

通信指令室に河川情報等受信用端末機を設置
救急救命士誕生，1 1 月に 2 人となる
阪神淡路大震災被災地へ職員 5 人，車両 2 台を派遣　〜 2 8 日
内田消防長退任
山口　傳第 4 代消防長に就任（昇任）
条例定数改正　1 2 8 人　実員　1 2 3 人
川内市のコンピュータ（サーバ）と電話回線により接続された端末機を消防
本部総務課に設置，財務会計のオンライン処理開始
救急救命士 3 人となる
日本損害協会より水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける
第 1 回応急手当普及員講習会を実施（ 2 9 人認定）〜 2 3 日
森収入役退任
日本消防協会より救急車の寄贈を受ける
萩迫助役退任
救急救命士の院内研修を川内市医師会立市民病院で実施

（ 1 0 月 2 人，1 1 月 2 人）
救急救命士 4 人となる
高規格救急車及び高度救命処置用資機材を購入，中央消防署に配備
仁礼管理者退任
森　卓朗第 3 代管理者に就任
原子力発電施設等緊急時安全対策交付金事業により鹿児島県から消防無線移
動局（ 1 0 w 2 基，5 w 3 基）の貸与を受ける
冨山新八第 3 代助役に就任
若松隆久第 3 代収入役に就任
高規格救急車等による高度救急業務を開始
消防本部警防課の通信指令係を第 1 通信指令係及び第 2 通信指令係とする
コーアガスグループより指令車の寄贈を受ける
第 2 回応急手当普及員講習会を実施（ 2 9 人認定）〜 2 2 日
緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練参加（熊本県菊池郡）〜 2 3 日
救急救命士 5 人となる
鹿児島県北西部地震　Ｍ 6 . 2　震度 5 強
山口消防長退任
岩切秀雄第 5 代消防長に就任
カコイエレクトロより連絡車（ベスト電器号）の寄贈を受ける
救急救命士 6 人となる
鹿児島県北西部地震　Ｍ 6 . 2　震度 6 弱
鹿児島県消防相互応援協定に基づき出水市針原地区の土石流災害現場へ
職員 1 5 人，車両 3 台を派遣　〜 1 1 日
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9年

10年

11年

12年

平成

平成

平成

平成

8月

10月
11月
3月
3月
4月

4月
5月
5月
11月

11月
2月
3月

4月

4月

5月
5月
10月
11月
2月
3月

4月

5月
10月

20日

7日

7日
10日
1日

22日
1日
12日
19日

25日
24日
5日

1日

9日

11日
20日
19日
10日
1日
17日

31日
1日

18日
9日
23日

日本宝くじ協会より消火・通報訓練指導車（けすゾウくん）の寄贈を
受ける
緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練参加（福岡市）〜 8日
救急救命士 7人となる
自治体消防制度 50 周年
代表電話番号の変更　0996 − 22 − 0119
消防緊急通信指令施設（Ⅱ型）稼働
携帯電話等からの 119 番通報受信開始
女性消防吏員 1人採用
中央消防署梯子車（35 ｍ）分解整備（オーバーホール）〜 9月 30 日
川内地区消防組合潜水隊編成（7人）
救急救命士 8人となる
川内ライオネスクラブより予防指導車（川内ライオネスクラブ号）の寄贈を
受ける
救急救命士 9人となる
東部消防署　高規格救急車等による高度救急業務を開始
市町村負担金の支弁方法の改正に伴う県知事への組合規約変更届出
（平成 11 年度より適用）
消防本部に予防課を新設し 3課 7係となる
職員実数 128 人となる
消防行政相談日並びに普通救命講習会開催
（以降毎月 9日に定期的に実施）
救急救命士 10 人となる
第 83 回全国消防長会法制委員会を樋脇町で開催　〜 21 日
緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練参加（長崎市）〜 20 日
救急救命士 11 人となる
消防本部及び消防署の住居表示変更　原田町 22 番 10 号
上・下甑分駐所消防職員待機宿舎を上・下甑に１棟ずつ新築し，合わせて
6世帯確保となる
冨山助役退任
岩切消防長退任
岩切秀雄第４代助役に就任
春田廣士第 6代消防長に就任
原子力発電施設等緊急時安全対策交付金事業により鹿児島県から（エアーテ
ント一式，発電機等 8式，防護服等 50 式）の貸与を受ける
南部分署大型高所放水車分解整備（オーバーホール）〜 9月 30 日
救急救命士 12 人となる
緊急消防援助隊全国合同訓練参加（東京都江東区）〜 24 日
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川内ライオンズクラブ（35 周年記念事業）から指揮広報車（川内ライオンズ
号）の寄贈を受ける
救急救命士 13 人となる
原子力発電施設等緊急時安全対策交付金事業により鹿児島県から消防無線移
動局（5W5基）の貸与を受ける
緊急消防援助隊九州ブロック合同訓練参加（佐賀市）〜 3日
消防組合 20 周年記念式典を挙行（百次町，屋内研修訓練体育施設にて）㈱
外薗運輸機工より消防指揮車の寄贈を受ける
春田消防長転任
伊豫田輝雄第 7代消防長に就任
救急救命士 14 人となる
㈲宝山実業より救急車（赤玉号）の寄贈を受ける
㈱おおとり荘より小型貨物自動車の寄贈を受ける
川内地区消防組合（昭和 56 年４月１日発足）解散式を挙行（中央消防署　
車庫にて）

12年

13年
　
14年

16年

平成

平成

平成

平成

10月

11月
3月

10月
10月
10月
3月
4月
5月
5月
6月
10月

29日

1日
23日

2日
2日
2日
31日
1日
13日
29日
28日
8日
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